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 論文審査の結果の要旨
 本論文の内容は,エネルギー16～69MeVの標識付ガンマ線を用い,13C核及びnatFeを標識とし
 て(γ,n)反応の測定を行い,その結果求められたアイソベクトル型四重極巨大共鳴の確認,
 その励起エネルギー,アイソスピン分離等の研究成果について記したものである。
 実験は東北大学理学部附属原子核理学研究施設のリニアック,パルスビーム・ストレッチャー
 及び光子標識装置を用いて行われた。実験に先立ち,多量のガンマ線バックグランドの中から中
 性子を測定し(γ,n)反応事象を正確に抽出するために,検出効率が高くガンマ線との識別能
 力の優れた大型中性子検出器が開発製作された。論文には,開発研究過程,得られた性能につい
 て詳しく述べられている。
 (γ,n)反応による放出中性子のエネルギー・スペクトル,角度分布の測定には3台の大型検
 出器が使用され,残留核のアイソスピン状態毎に角度分布の90。非対称度が求められた。この非
 対称度はダイレクト・セミダイレクト模型の理論計算と比較され,i℃核においては共鳴エネルギー,
 30.9MeVと43MeVに,それぞれ共鳴幅8MeV,13MeVの四重極共鳴が観測され,その励起強度
 の和則値に対する割合は30%と60%であった。これらの共鳴は各々T〈及びT>のアイソベクト
 ル型四重極共鳴と同定された。また,12MeVのアイソスピン分離は理論値と一致することが示
 された。㎜tFe核については励起エネルギー24～32MeVに和則値のほぼ100%を占めるアイソベク
 トル型四重極共鳴の存在が示唆された。アイソベクトル型四重極共鳴のアイソスピン分離が実験
 的に示されたのは今回が初めてである。
 四重極共鳴におけるエネルギーの質量数依存性は従来,130A一1■3[MeV]と57A-1/6[MeV]
 の可能性が指摘されていたが,今回の結果は後者に一致することを明確にした。
 以上本論文は原子核物理学に取って重要な知見を与えたものであり,著者が自立して研究活動
 を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。
 よって,伊藤祥子提出の論文は博士(理学)の学位論文として合格と認める。
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